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『
俊
忠
集
』

の
あ
る

一
首
を

め
ぐ

っ
て

中

島

正

二

 

こ
の

ノ
ー
ト

は
、
藤

原
俊
成

の
父

で
あ
り
、
院

政
期

歌
壇

に

お

い
て
、

歌
人

と
し

て
ま

た
パ

ト

ロ
ン
と

し
て
活

躍
し

た
藤

原
俊

忠

の
家

集

中

の
、

あ

る

「
首

を
め

ぐ
る
考

察

で
あ

る
。

い
ま
だ
確

証
は
得

て
お
ら
ず

、
あ

る

仮
説

を
提
出

す

る
だ

け

に
と
ど

ま
る
も

の
だ

が
、
途
中

経
過

と
し

て
、

現

在

ま
で

の
調
査

を
報
告

し
、

私
見

を
述

べ
た

い
。

 
 
 

 
 

 
 

*
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 

『俊

忠
集

』

は
成
立

事
情

の
異

な

る

二
系
統

に
大

別
さ

れ
る
。

ま
ず

、

『私
家

集
大

成
』

中
古

H

に

「
俊

忠

1
」

と
し

て
翻
刻

さ
れ
て

い
る
、

い

わ

ゆ
る

】
類

本

(流
布

本
系

統
)
の

「帥

中
納

言
俊
忠

集
」

の
か
た
ち

で
、

問
題

の
歌

を
あ
げ

る
。

 
 
 

 
秋

こ
ろ
、

江

ふ
み

に
日

こ
ろ

こ
も

り

て
、

い

つ
る
あ

か
月

に

 
 

山

ふ
か

み
松

の
あ
ら

し

に
き

〉
な
れ

て
さ
ら

に
み
や

こ
や

た

ひ
ご

〉

 
 

ち

せ
ん

(四
七

)

同

じ
く

「俊

忠

H
」
、

二
類
本

の

「
中
納

言
俊

忠
卿
集

」

か
た

ち
で

は
、

 
 
 

 
秋

比

マ
ラ
シ

ニ
日

コ
ロ
モ
リ

テ
、

イ

ツ
ル
ア

カ
ツ
キ

ニ

 
 

ヤ

マ
フ
カ
ミ

マ
ツ

ノ
ア

ラ

シ

ニ
キ

・
ナ

レ
テ
サ
ラ

ニ
ミ
ヤ

コ
ヤ
タ

ヒ

 
 

コ

・
チ

セ

ム

(五
七

)

と
あ

る

(「
江
ふ

み
」

「
マ
ラ

シ
」

は
未

詳
)
。

 

一
類
本

『帥

中
納

言
俊

忠
集

』

は
、

本
奥
書

に
よ

れ
ば

、

定
家

所
持

本

が

も
と

に
な

っ
て
お
り
、

定
家

の
編
纂

と
推
定

さ

れ

て

い
る

。

 

二
類

本

『中

納
言

俊

忠
集

』

は
、

四
十

二
首

の
歌

の
後

に
、

「
こ

の
ほ

か
の
う

た
、

あ
ま

た
侍

り
し

を
、
先

人

の
自

筆

に
て
、

こ
れ

ら
許

を

か
き

お
か
れ

て
侍

し

か
は
、

故
人

の
心

し
り

か
た
く

て
、
不
能

取

拾

な
り
」

と

い
う
俊

忠

の
子
俊
成

の
識

語

が
あ

り
、

さ

ら

に
、

片
仮
名

で

「
他

本
歌

」

と
し

て
二
十

二
首

が
書

き
加

え
ら

れ
て

い
る
。

そ

の
識
語

に
よ

れ
ば
、

前

の
四

十

二
首

分

は
俊

忠

自
筆

の
自

撰
家

集

で
あ

っ
た

と
考

え

ら

れ

る
。

「他

本

歌

」

は
、

「
永
仁

元

年
十

二
月

十

一
日
、

以
他

本
校

合

之

次
、

右

歌

等
書

加

了
」

と

い
う

本
奥
書

か
ら
、
流
布

本
系

統

か
ら

の
補
遺

と
考

え

ら
れ

て

い
る
。
当

該
歌

は
、

「
他
本
歌

」

の
中

の

一
首

で
あ

る
。

 

さ

て
、

こ
の
歌

が

な
ぜ

問
題

か
と

い
う

と
、

こ
れ

は
、

『続

拾

遺
集

』

の
雑
歌

上

に

「
覚

盛
法
師

」

の
作

と
し

て
入
集

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

 

 
 

 
秋

の
こ
ろ
山

寺

に
こ
も

り

て
い
で
侍

り
け

る
暁

よ
め

る

 

 
山

ふ
か

み
松

の
あ

ら

し

に
聞

き
な

れ
て

さ
ら

に
宮

こ
や
旅

ご

こ
ち

せ

 

 

ん

(
一
一
三

八
)
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『俊
忠

集
』

に
入

っ
て

い
る

歌
が

、
俊
忠

の
玄

孫
為

氏

の
撰

ん

だ

『続

拾
遺

集
』

で

は

「
覚
盛

」

の
歌

と
な

っ
て

い
る

わ
け
だ

が
、

こ
れ

は
ど
う

い
う
事
情

に
よ

る
の
だ

ろ
う

か
。

 

 
 

 
 

 

 

*
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 *

 

『続
拾

遺
集

』

に
は
、
作

者

を

「
権
中
納

言
俊

忠
」

と

す
る
歌

も
採
録

さ
れ

て

お
り
、

為

氏

は
撰

集
作

業

の
際
、

『
俊
忠

集
』

を

参
照

し

た
は
ず

だ

か

ら
、

当
該

歌
を

「
覚
盛

」

の
作

と
す

る
何

か
別

の
資
料

が
あ

り
、

そ

れ
と

の
比

較

の
上

で
、
あ

え

て

「
覚

盛
」

の
作

と
判
断

し

た
こ
と

に
な

ろ

う

。
た
だ
、
俊

忠
自
筆

本

に

「他

本
歌

」
が
加

わ

り
、

二
類
本

の
形

に
な

っ

た

の
は
、

永
仁

元
年

一・・o。。
で
、

『
続
拾
遺

集
』

以
後

の
成

立
だ

か
ら

、
為
氏

が
参
照

し
た

の
は
俊

忠
自
筆

本

そ

の
も

の
か

一
類
本
系

統

で
あ

ろ
う
。

あ

る

い
は
、

現
存

の

『
俊
忠
集

』

と

は
異
な

る
別

本

『俊

忠
集
』

と
で
も
呼

ぶ

べ
き

も

の
が
あ

っ
た

の

か
も

し
れ

な

い
。

ち
な

み

に
、

『続

拾
遺

集
』

の
俊
忠

の
歌

は
三
首

だ

が
、

一
首

は
現
存

の

『
俊
忠
集

』

に
は

な

い
。

 

と

こ
ろ

で
、

俊
忠

の
勅

撰
集

入
集

歌

は
重
複

を
省

け
ば

二
九
首

で
、

そ

の
う

ち

『
俊
忠

集
』

に
見
え

な

い
歌

は
、

次

の
五
首

で
あ

る
。

 

 
 

『
新
古

今
集

』 

恋
歌

二
 

一
一
三

三

 

 
 

 
名

立
恋

と

い
ふ

こ
こ
ろ

を
よ

み
侍
り

け

る

 

 

な
き
名

の

み
た

つ
た

の
山

に
た

つ
雲

の
ゆ
く

へ
も
し

ら

ぬ
な
が

め
を

 

 

ぞ
す
る

 

 
 

『
新
古

今
集

』
 

恋
歌

五
 

=
二
四

}

 

 
 

 
家

に
恋
十

首

歌
よ

み
侍

り
け

る
時

 

 

よ

の
ま

に
も
消

ゆ

べ
き
も

の
を
露

じ
も

の

い
か

に
し

の
べ
と
た

の
め

 

 

お
く

ら
ん

 

 
 

『続

拾
遺

集
』
 

賀
歌

 

七

四
〇

 

 
 

 
寛

治

八
年
鳥

羽

殿

に
て
翫
池

上

月
と

い

へ
る
こ

こ
ろ

を

 

 

の
ど

か
な

る
光

を
そ

へ
て
池

水

に
千
代

も

す
む

べ
き
秋

の
夜

の
月

 

 
 

『
玉
葉

集
』
 

雑

歌

五
 

二
五
九

五

 

 
 

 
往
時

を
思

ひ
て
よ

み
侍

り
け

る

 

 
春

の
花
秋

の
紅

葉

を
見

し
友

の
な

か
ば

は
苔

の
し
た

に
朽

ち

ぬ
る

 

 
 

『
新
拾

遺
集

』
 

冬

五

八
八

 

 
 

 
寛
治

五
年

十
月

白
川

院
大

井
川

に
御

幸

せ
さ
せ
給

う

て
、
落

葉

 

 
 

 
満
水

と

い
ふ

こ
と
を

よ

ま
せ
給

う

け
る

に

つ
か

う
ま

つ
り

け

る

 

 
大
井

河
水

の
流

も

見
え

ぬ
ま

で
散

る
紅
葉

ば

の
う
か

ぶ
今

日

か
な

 

こ

の
う

ち
、

『
玉

葉
集

』

二

五
九

五

は
実

に
私

的

な
歌

で
あ

っ
て
、

撰

集
資

料

と
し

て
別
本

『俊

忠
集

』

を
想
定

し

た
く
な

る
。

 
話

を
当

該
歌

に
戻

せ
ば

、
別

本

『
俊
忠
集

』

の
存
在

は

お
く

と
し

て
も
、

当

該
歌

の
作
者

を
、

俊
忠

と
す
る
記

述

(
『俊
忠

集
』
)
と

「
覚

盛
」

と
す

る
記
述

(
『
続

拾
遺

集

』

の
撰

集
資

料

)

の

二

つ
が

な
ぜ

生

じ

た

の
か
を

考

え

る
と
、

次

の
よ
う

な
仮
説

が

あ
り
う

る
。

も

と
も
と

当
該

歌

は
、
俊

忠

と

「覚

盛

」

と

い
う

人
物

と

の
間

で
、

贈
答

歌

な
ど

の
形

で
よ

ま
れ

た

も

の

で
は
な

い
か
、
そ

し

て
、
そ

れ
が

不
完
全

に
残

っ
た

た

め

に
、

二

つ

の
作
者

説
が

生

ま
れ
た

の
で
は
な

い
か
、
と

い
う
仮

説

で
あ

る
。
も

ち

ろ

ん
、
何

か

の
資
料

の
錯

簡
、

誤
脱

、
誤
写

な

ど
だ

け
が
原

因

と

い
う

こ
と

も

考

え
ら

れ
る
だ

ろ
う

が
、

と
り

あ
え
ず

、

こ

の
仮

説

に
沿

っ
て
論

を
進

め
た

い
。

 

 
 

 
 

 

 

*
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 

ま
ず

、
俊

忠

の
交
際

範
囲

の
中

に

「覚

盛

」

と

い
う
人

物

が

い
た
が

ど

う

か
を
、

問

題

に
し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

勅
撰

歌

人

と

し
て

(『
続

拾

遺

集
』

の
当

該

歌
も
含

め
た
上

で
)
普

通

に
知

ら
れ

て

い
る

「
覚
盛

」

と

一37一



い
う
名

の
人
物

は
、

一
人
だ

け

で
あ

る
。

「
普

通

に
知

ら

れ

て

い
る

『覚

盛

』
し
と
述

べ
た
が
、
実

は

よ
く

わ
か

っ
て

い
な

い
。

『和

歌
文

学
大

辞
典
』

(
一
九

六

二
年

 
明
治

書
院

)
付

載

の

「
勅

撰
作
者

部

類
」

に
は

「
比
叡

山

阿
閣

梨
」

と
あ

る
だ

け

で
あ

る
。

そ

し

て
、

『
千
載

集
』

を
初

出

と

し

当

該
歌

を
含

め
て

七
首

が
、

彼

の
勅

撰
集

入

集
歌

と

な

っ
て

い
る
。

『勅

撰

集
付
新
葉
集
作

者
索

引
』

(
一
九

八

六
年
 

和
泉

書
院

)
で
も

同
様

で
あ

る
。

通

説
を
確

認

す
る
た

め

に
、

い
く

つ
か
、
辞

曲
ハ
の
記
述

を
引
用

す

る
。

『
和
歌
文

学
辞
典

』

(
一
九

八

二
年

桜

楓
社

)

 

 
生

没
年

未
詳

。

平
安

末

期

の
人

で
、

建

仁

元
蓉

一年

に

は
、
存

命
。

 

 
叡
山

阿
閣
梨

。

そ

の
歌

論
的

見
解

が

『
無
名

抄
』

に
わ
ず

か
な
が

ら

 

 
見

え

る
。
建

久

二
=
露
年

三

月
三

日
若

宮

社
歌

合

に
出

詠

し

て

い
る

 

 

ほ
か
、

三
百

六
十

番

歌
合

に
も
選

ば

れ

て

い
る
。

ま

た
、

『
三
十
六

 

 
人
十

八
番
』

(散

供
)

の
撰

者
。
千

載
集

初
出

。

『
和
歌
大

辞
典
』

(
一
九

八
六
年

 
明
治

書
院

)

 

 

〔平

安
期

歌
人

〕
出
自

・
生

没
年

な

ど
未
詳

。
叡

山

の
阿

閣

梨
。
建

 

 
久

二
一一8
年

若
宮

社
歌
合

、

三
百

六
十

番
歌
合

な

ど

の
詠

者
。

『三
十

 

 

六
人
十

八
番
』

の
編
者

で
、

千
載

集
以

下

に
七
首

入
集
。

『
国
書

人
名
辞
典

』

(
一
九

九

三
年
 
岩

波
書

店

)

 

 
僧
侶

(
天
台

)

・
歌
人

〔生

没
〕

生
没

年
未

詳
。

鎌
倉
時

代
前

期

の

 

 
人
。

〔経

歴
〕
比

叡
山

の
阿

閣
梨
。

建

久

二
年

(
=

九

一
)

「
若
宮

 

 
歌
合

」

に
出
詠

、
建
仁

元
年

(
一
二
〇

一
)
以
降

の
成
立

の

「
三
百

 

 

六
十
番

歌

合
」

に
入
撰

。

『
和

歌
色

葉
』

『
八
雲

御
抄

』

『
代

集
」

は

 

 

「
三
十

六
人
十

八
番

」

(散

侠
)

の
撰

者

と
す

る
。

『無
名

抄

』

に
そ

 

 

の
歌
論

を

伝

え

る
。

〔著

作

〕
圃

千
載

九

六

・

一
五

四

・
三

六

八

 

 
新

勅
撰

一
八
〇

・

一
二

四
九
 
続

後
撰

二

一
〇
 

続
拾
遺

一

=
二
八

ち
な

み

に

『無

名

抄
』

に
載

せ

る
彼

の
歌
論

と
は

 
 
覚

盛

法
師

云

、
「
寄

に
は
、

荒

々
し

く
止

め

も
あ

は

ぬ
や
う

な

る
、

 
 

一
の
姿

な

り
。

そ
れ
を

、
あ

ま

り
細

工
み

て
と

か
く

す
れ
ば

、

果

に

 
 

は
ま

れ
く

物

め
か
し

か

り

つ
る
所

さ

へ
失

せ

て
何

に

て
も
な

き

こ

 
 
物

に
な
る
な

り
」

と
申

し
、

「
さ
も
」

と
聞

ゆ
。

迂

と

い
う

も

の

で
あ

る
。

こ

の
ほ

か

に

つ
け
く

わ

え
る

と
、

「
治

承

三
十

六

人
歌
合

」

(治
承

三
年
一
一お
か
)
、

「
正
治

二
年

石
清
水

若
宮

歌

合
」

に
も
名

が
見

え

る
。

ま

た
、

『
明
月
記

」

正
治

二
年

§

。七

月

二
十

二
日

の
記
事

に

「
…

入
夜
覚

盛
歌

仙
来

、
示
病

由

不
相
逢

」

と
あ

る
。
以

上

の

こ
と

か
ら
、

「
覚
盛

」

が
、

『千

載
集

』

『
新
古

今
集

』

の
時

代

の
歌
壇

に
お

い
て
、

あ

る
程
度

の
評
価
を

得

て

い
た
歌
人

で
あ

り
、

歌
林
苑

や
御

子
左
家

と
交

流

が
あ

っ
た

こ
と
が

わ

か
る
。

 
し

か

し
、

こ

の

「
覚

盛

」

と
、

保
安

四
年

話

ω
に
没

し
た

俊
忠

と

の
交

際
が

あ

っ
た
と

は
、
時

期
的

に
考

え

ら
れ

な

い
。

そ
う

な

る
と
、

当
該

歌

の
作

者

を

め
ぐ

る
問

題

に
は
、

「
覚
盛

」

な

る
人
物

と
俊

忠

と

の
交

際

は

全
く
関

係

が
な

い
の
だ
ろ
う

か
。

 
 

 

 
 

 

 
*
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 

と
こ

ろ
で
、

『夫

木
和

歌

抄
』

に
は
、

「覚

盛
法
師

」

を
作

者

と
す

る
歌

が
六

首
載

っ
て

い
る
。

煩

を

い
と
わ
ず

す

べ
て
あ
げ

る
。

 
 

 

 
三
十

六
人
歌

合

 
①

み

わ

の
山

す
ぎ

の
あ

を
葉

は

と
き
は

に

て
あ

き

の
し

る
し

に
し

か
ぞ

 
 

な
く

な

る

(秋

三
 

四
七

五

三
)

 
 

 

 
永
久

四
年

九
月
雲

居
寺

後
番

歌
合

、
菊

 
②

秋

は
な

ほ
た

ち
そ

ふ
な

み
と
見

ゆ

る
か
な

ま
が

き

の
し
ま

の
し

ら
ぎ

 
 

く

の
花

(秋
五
 

五
九

一
五
)
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三
百

六
十
番

歌
合

 
③

吹

く
風
を

い
は
に

へ
だ

て
て
山

河

の
ぬ

る
み

に

つ
ど

ふ
あ

ち

の
む
ら

 

 

ど
り

(冬

二
 

七
〇

二
五

)

 

 
 
 

三

百
六
十

番
歌

合

 

④

か
げ

だ

に
も

そ
は
ず

な

る
こ

そ
悲

し
け

れ
木

の
し
た

く
ら
き

う

つ
の

 

 
山

み
ち

(雑

二
 

八
四
九

六
)

 

 
 
 

永
久

四
年

九
月

雲
居

寺
後

番
歌

合
、

霧

 

⑤
旅

人
も
立

つ
河

霧

に

お
と
ば

か
り

き
き

わ
た

る
か
な

と
ど

ろ
き

の
橋

 

 

(雑

三

 
九

四

一
〇

)

 

 
 
 

三

百
六
十

番
歌

合

 
⑥

つ
く
ば

ね

の
す
そ

わ

の
さ
と

の
夕

け

ぶ
り

こ
の
も

か
の
も

の
す
ま

ひ

 

 
を

そ
し

る

(雑

十

三
 

一
四

八

二
三
)

 

こ
の
う
ち
、
①

③
④

⑥

は
間

違

い
な

く
、

こ

の

「覚

盛
」

の
歌

だ
が
、

②

⑤

の
歌

は
永

久

四

年
三

①
の
作

で
あ

る
か

ら
、

こ

の

「
覚
盛

」

と
は
別

人

の

「覚

盛

」
が
永

久
年

間

(ま

さ

に
俊

忠

と
同
時

期
)

に
存
在

し
た

こ

と

に
な
る
。
便

宜
上

、

以
降
、

彼

を

「
永
久

期

の
覚

盛
」

と
し
、
普

通

に

知

ら

れ
て

い
る

「覚

盛

」
を
単

に

「
覚
盛

」

と
す

る
。

 

 
 
 

 
 

 

*
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 

「
永
久

期

の
覚
盛

」

に

つ
い
て
は
、

ほ

と
ん
ど
手

が

か
り
が

な

い
。
萩

谷
朴

は
、

「
覚

勢

は
後

番

(歌
合

二

八
八
)

に
は
、

覚
盛

法
師

と
記

さ

れ

て

い
る
が
、

伝
記
全

く

不
祥

で
あ

り
、

歌
合
史

上

に
も
、

こ

の
二
度

の
雲

居
寺
歌

合

に
現

れ
る

の
み

で
あ
る
。
」

と
述

べ
て

い
る
。

「
永
久

四
年
九

月

雲

居
寺
後

番

歌
合
」

と

は
、
永

久

四
年

八
月

の

「雲

居
寺
結

縁
経

後
宴

歌

合
」

の
翌
九

月

に
催

さ
れ

た
後

番

歌
合

で

あ
る
が

、
先
程

の

『夫

木
和

歌

抄
』
な

ど

の
断

片
資

料

か
ら
復

元
す

る
し

か
な

い
散
逸

し
た
歌

合

で
あ

る
。

「
雲

居
寺

結

縁

経

後
宴

歌

合
」

と

は
、

『
和
歌

文

学
辞
典

』

に
よ

れ
ば

、

次

の
よ
う

な
歌

合

で
あ

る
。

 
 

主
催

者

は

謄

西

上
人
。

永

久

四
≡

①
年

八
月
、

高
台

寺

の

一
角

に
位

 
 

置
し

た
雲

居
寺

で
、

来
世

に
お

い
て
成

仏

の
縁
を
結

ぶ
た

め
に
経
文

 
 

を
書

写
供

養

し
た

人

々
が
そ

の
後
宴

に
催

し
た
歌
合

。

翌
九

月

に
も

 
 

後
番

歌

合

を

催

し
た
。

(中

略

)
作

者

は
摂
津

・
大

進

・
謄
西

・
道

 
 

経

・
相
模

・
基

綱

・
為
忠

・
覚

勢

(盛

)

・
大
弐

・
常
陸

・
基
俊

・

 
 

師
時

・
忠
隆

・
甲
斐

・
兼

昌

・
仲
実

・
顕
仲

・
上
総

・
敦

隆

・
経
兼

・

 
 

琳
賢

・
顕

国

・
俊
頼

の
二
一二
名

。
判
者

は
基

俊
。

(後

略

)

ち

な

み

に

「
永

久

期

の
覚

盛
」

は

、
「
雲

居
寺

結

縁
経
後

宴

歌

合
」

で
は

「
覚

勢
入

道
」

ま

た
は

「
覚

入
道
」

と
あ

る
。

 
俊
忠

は

こ
の
歌
合

に
は
参
加

し

て

い
な

い
が
、

こ
の
歌

合

の
参
加

者

の

多

く

と
は

、
長

治

元
年

=
設
の

「
左

近
権

中
将

俊

忠
朝
臣

家

歌

合
」

そ

の

他

に

お

い
て
、
関

わ

っ
て

お
り
、
確

た

る
証
拠

は
な
く
単

な

る
憶
測

だ

が
、

「永

久
期

の
覚

盛
」

と
の
交
流

も

あ
り
う

る
と

思
う
。

 
仮

説

に
仮
説

を
重

ね
る

こ
と

に
な

る
が
、
当

該
歌

の
よ

ま
れ

た
状
況

を

想

定

す

れ
ば
、

俊

忠

(あ

る

い
は

「
永

久
期

の
覚
盛

」
)

が
、

ど

こ

か

の

山
寺

で
の
参
籠

を
終

え

て
下

山
す

る
際

に
、
「
永
久

期

の
覚

盛

」

(あ

る

い

は
俊

忠
)

と

の
問

で
当

該
歌

を
含

む
歌

の
贈
答

が
あ

っ
た

の
だ

ろ
う

(よ

ま

れ
た

の
は
当

該

歌
だ

け

で
、
俊
忠

か
ら

「
永

久
期

の
覚

盛

」

へ
、

ま
た

は

「
永
久

期

の
覚

盛
」

か

ら

「
俊

忠
」

へ
贈
ら

れ
た

と
も
考

え

ら
れ

る
)
。

そ

し

て
、

別

本

『
俊
忠

集
』

が
あ

っ
た

か
ど
う

か

は
と
も

か
く
、

何

か

の

資

料

に
、

作

歌
状

況
が

か
な

り
脱
落

し

た
詞
書

で
残

っ
た

の

で
あ

ろ

う
。

あ

る

い
は
、

定
家

に
よ
る

一
類
本

編
纂

の
段
階

で
、

詞
書
、

作

者
名

な
ど

の
誤

り
や
脱

落

が
、
入
り
込

ん
だ

こ
と
も
あ

り
う

る
。
い
ず

れ

に
し

て
も
、
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定
家

も

為

氏

も
、

不
完

全

な
資

料

か
ら

そ

れ
ぞ

れ
作

者

を
判
断

し
、

『
俊

忠
集

』

と

『続

拾
遺
集

』

と

の
異
同

が
生

じ
た

の
だ

と
思
う

(た
だ

し
、

俊
忠

の
玄

孫
、

定
家

の
孫
為

氏

が

「永

久

期

の
覚

盛
」

と

「覚

盛
」

と
を

区
別

で
き

て

い
た

か
ど
う

か

は
わ

か
ら
な

い
。
)
。

 
 
 
 
 
 
 
 

*
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 
最

後

に
、

こ

の
ノ
ー

ト
の
提

出
す

る
仮

説
を
整

理

す
る
。

1
 

『俊

忠
集

』

に
則
し

て

い
え
ば
、

俊

忠

と

「
永
久

期

の
覚

盛
」

と

の

 
交

流

が
想
定

で

き
、
当

該
歌

の
詠
作

状

況

と
し

て
歌

の
贈
答

が
考

え
ら

 

れ

る
。

ま
た
、

当

該
歌

の
作
者

は
、
俊

忠

で
は
な

く
、

「
永
久

期

の
覚

 
盛

」

と

い
う

可
能
性

も

あ

る
。

2
 

「
覚

盛
」

に
則

し

て

い
え
ば

、

『
千
載

集
』

『
新
古

今
集

』

の
時

代

に

 
活

躍

し
た
僧

侶
歌

人

「覚

盛

」

の
勅

撰

集
入
集

歌

と
さ

れ
て

い
る
七
首

 

の
う

ち
、
当

該
歌

『続
拾

遺
集

』

一

=
二
八
は
、
彼

の
作

で
は
な

く
、

 
 
「
永
久

期

の
覚
盛

」
ま

た

は
俊

忠

の
作

で
あ

る
可
能

性
が

あ

る
。

 
可

能
性

が
あ

る
と

い
う

域
を

で
な

い
仮

説

、
憶
測
ば

か
り
を

つ
ら

ね
た
。

御
教

示
御

批
判

を
賜

り
た

い
。

 
 

注

(1
) 

俊
忠

に
対
す

る
評
価

に
は
、
早
く

は
、

パ
ト

ロ
ン
と
し
て
の
重
要
性

を
認

め

 
 
つ
つ
、
歌
人
と
し

て
は

「た

い
し
た
歌
才

も
な

い
」
と
す
る
橋
本
不
美

男
の
見

 

解

(『院

政
期

の
歌

壇
史

の
研
究
』
第

二
章

「院
政
初

期
歌
壇

の
考
察
」

一
九

 
 
六
三
年

武
蔵
野
書

院
)
が
あ

る
。
橋
本

の
酷

評
に
対
し
て
、
最
近
、
久
保

田

 
 
淳
は

「作
品

一
首

一
首
検
討
し
た
結
果
到
達

し
た
も
の
で
は
な

い
」
と
し
て
、

 
 

「
院
政
期
和
歌

に
お
け
る
趣
向
性
重
視

の
傾
向

を
推
進

せ
し
め
る
上
で
、
彼

の

 
 
果
し
た
役
割
を

も

っ
と
高
く
評
価
し

て
よ

い
と
も
考

え
る

の
で
あ
る
」
と
、
歌

 
 
人
俊
忠

の
再
評
価
を
提
案

し
て

い
る

(『中
世
和
歌
史

の
研
究
』

「藤
原
俊
忠
」

 
 

]
九
九

三
年

 
明
治
書
院

)。
ま
た
、
久
保
田
以
前

に
も
、
上

野
理
は
、
『俊
忠

 

集
』
を

、
コ

般

の
公
卿

の
水
準

を
ぬ
け

で
た
、
俊
成

の
父

に
ふ
さ
わ
し

い
優

 

作
が
多

い
。」

と
高

く
評
価
し

て

い
る

(『和
歌
大
辞
典
』

「俊
忠

卿
集
」

の
項

 
 
目
)
。
な
お
、
筆
者
は
、
久
保

田
、
上

野
の
見
解

を
支
持

し
て

い
る
。

(2
) 

『俊

忠
集
』
諸
本

の
系
統

に
関

し
て
は
、
『私
家
集

大
成
』
中
古

H

お
よ
び

 
 

『新
編

国
歌
大
観
』

m
私
家
集

編

の
解

説
な
ど
、
先
学
の
御

論
考
を
参
照

さ
れ

 
 
た

い
。

(3
) 

書
陵
部
蔵

(五
〇

一
二
二
一
八
)

(4
) 

書
陵
部
蔵

(五
〇

一
・
三
七
)

(5
)
 
問
題

点
か
ら
は
外

れ
る
が
、
「江

ふ
み
」

「
マ
ラ

シ
」
は
、

お
そ

ら
く
ど
こ
か

 
 
の
地

名

か
寺

名
な

ど

の
誤

写

で
あ
ろ
う
。
両
方

と

も
片

仮
名

表
記

に
す
れ
ば

 
 

(「
エ
フ
ミ
」

「
マ
ラ

シ
」
)、
多

少
似
て

い
る
か
ら
、
片
仮
名
表
記
を
経
由

し
て

 
 
生
じ
た
異
同

な
の
か
も
し
れ
な

い
。

(6
) 

以

下
、
勅
撰
集

・
私
撰

集

の
引

用
は

「新
編
国
歌
大
観

」

(角

川
書
店
)

に

 
 
よ
る
。

(7
) 

岩
波

日
本
古
典

文
学
大
系

『歌
論
集
 
能
楽
論
集
』

(8
) 

国
書
刊
行
会
 

一
九
七
〇
年

(9
) 

『平
安
朝
歌
合
大
成

』
六

(同
朋
舎
 

一
九

六
二
年
)

(10
) 

「永
久

期
の
覚
盛
」

は

「覚

勢
」
と
も
記
さ
れ
た

こ
と
は
、

た
と
え
ば

同
時

 
 
期

の
謄

西
が

「逞
清
」

と
も

「
謄
聖
」
と
も
記
さ
れ
た
よ
う

に

(川
勝
政

太
郎

 
 

「洛
東

雲
居
寺

と
謄
西

上
人
」

『史
 

と
美

術
』

二

一
四
号

 

一
九
五

一
年

、

 
 
井
上
光

貞

『日
本
浄
土
教

成
立
史

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
 

一
九

五
六
年

」)
、

 
 
音
が
通

じ
て

い
れ
ば

い

い
わ
け
で

(し
た
が

っ
て
、
よ

み
は

「
か
く
せ

い
」
で

 
 
あ

ろ
う
)、

け

っ
し

て
特
異

な

こ
と

で
は
な

い
。

た
だ
、

「覚
盛

」
「覚
勢
」

の

 
 
ど

ち
ら
が

正
し

い
か
、
確

実

な
こ
と
は

わ
か
ら
な

い
。
な

お
、

『平
安
遺

文
』

 
 
五

所
収

の
文
書

に

「
保
延

七
年
=
8
二
月

廿
五
日
 
傳

燈
大
法
師
位

叡
尊

…
都

 
 
維

那
法
師
在
判

「覚

勢
」
」

(吉
川
弘

文
館
 

一
九

七
三
年
)
と
あ

る
が
、

同

一

 
 
人
物

か
ど
う

か
わ

か
ら
な

い
。
ま
た
、
山
城
国
禅
定
寺

の
別
当

に

「覚

勢
」
が

 
 
い
た
が

(『国
史

大
辞
典
』

吉
川

弘
文
館
)
、
延
久

三
年
塁

に
禅
定

寺

が
平
等

 !1



院

の
末

寺

に
な

っ
た
時

の
別
当
だ

か
ら
、
時
期
的

に
、

同

一
人
物

と
は
、
あ

り
う
る
が
考

え
づ
ら

い
。

「
永
久
期

の
覚

盛
」
と

〔追
記
〕

 

ノ
ー
ト

の
仮
説

と
は
直

接

の
関
係
は
な

い
が
、
付

け
加

え
る
。

「見

て
も
あ

か
ぬ

春

の
山

べ
を
ふ
り
す

て
て
花

の
都

ぞ
旅
ご

こ
ち
す
る
」

(『拾
遺
愚

草
』 

二
七
〇

二
)
「あ

か
な
く

に
は
な

の
し
た
ぶ
し
日
か
ず

へ
ぬ
か

へ
り

て
や
ど
や
た
び
ご

こ
ち

せ
ん
」

(『千

五
百
番
歌
合
』

三
九

七
 

公
継
)
は
当

該
歌

の
影
響

が
あ
る

か
も

し

れ
な

い
。

〔付
記
〕

 

こ

の
ノ
ー
ト
は

「俊
忠

集
研
究
会
」

の
例
会

に
お
け
る
発
表
や
質

疑
応
答
な

ど

を
通
じ

て
問
題

に
な

っ
た
こ
と
を
、
個

人
的

に
調
査

検
討
し
、
会
員

全
員

の
了
承

の
も
と
、
中
島

の
責
任

に
お

い
て
報
告
す

る
も

の
で
あ
る
。

「俊
忠
集
研
究
会
」

の

中
心
的
存
在

で
あ
る
慶
應

義

塾
大
学
院

生
伊
倉
史

人
氏

に
は
、
厚

く
御
礼
を
申

し

上
げ
る
。

一41一

 

※
校
正
中
、

「覚
盛
」

の
歌
壇
活
動

を
詳
細
に
検
討
し
た
楠
橋
開

の

「覚
盛
法
師

と
そ

の
周
辺
」

(『叡
山
の
和
歌
と
説
話
』

「
九
九

「
年
世

界
思
想
社
)
が
あ
る
こ
と
を
知

っ

た
。
楠
橋
論

文

に
は
、

本
稿

の
中

心
で
あ

る

「
永
久
期

の
覚
盛

」
や

『続
拾
遺
集

』

}
=
二
八
番
歌

へ
の
論
及

は
な

い
が
、
執
筆
段

階
で
参
照
す

べ
き

で
あ

っ
た
。

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

(な
か
し
ま
 
し
ょ
う
じ
)


